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 コンテンツの配信方式

 エリア制御の方式

 災害時における情報伝達

 トラヒック想定

 アダプティブビットレート、配信遅延について

技術課題について
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参考：位置情報取得方法事例

基地局
交換設備

Internet網

GPS測位以外にも
・基地局セル情報
・WiFi-AP情報
等から位置情報を取得

WiFi
AP情報GPS検索

コンテンツ
プロバイダ APIで取得した位置情報を付加してリクエスト送信

公開されているAPIを利用し位置情報が取得可能

位置情報取得API

http://xxxxが現在の位
置情報を利用します。よろし

いですか？
許可しない OK

位置情報サーバ
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Unicast LTE-Broadcast

構成 端末とネットワークが1対1で通信 ネットワークから多数の端末に同時配信

技術方式 TCP/IPベースのPull方式 3GPPでeMBMS※として規定

インフラ トラヒック増に応じたLTE設備増強 eMBMS関連の新規投資

端末 端末の制限なし 当該機能搭載の端末

コンテンツ配信方式について

※ eMBMS：evolved Multimedia Broadcast Multicast System ４



参考事例：LTE-Broadcast実証実験

５



アダプティブビットレートについて

HLSやMPEG-DASHといったアダプティブビットレート
技術を使った動画配信が展開

Apple社 HLS OverView資料※より抜粋
ホームページ※ White Paperより抜粋

※ 出典 http://dashif.org/wp-content/uploads/2015/04/DASH264-v1.5.pdf
https://developer.apple.com/library/content/documentation/NetworkingInternet/Conceptual/StreamingMediaGuide/Introduction/Introduction.html ６



３種類のレートで配信実施

参考事例
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トラフィック想定

第3回会合（12/19開催）

全国配信時の平均トラヒック
432Gbps~2,104Gbps

とのIIJ社様 予測

総務省 移動通信トラヒック 平成28年9月分より

モバイルネットワークへの影響はトラヒックモデル次第

出典 http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/field/tsuushin06.html
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災害時における情報伝達

第4回WGで提起された課題

第4回WGにて、緊急情報の配信をネット経由で行うと
仮定した場合、映像スーパーによる方法は、
映像と同等の遅延が発生する懸念が報告

キャリア緊急速報配信サービス

インターネット配信

スマホPUSH

サービス
提供中

９出典：国土交通省 気象庁ホームページ 緊急地震速報緊 模擬テレビ映像より



緊急速報メールサービス

緊急地震速報

津波警報

特別警報

避難情報

津波情報

噴火情報

災害・避難情報

土砂災害

弾道ミサイル

その他・・

国・地方公共団体

気象庁

消防庁
気象庁

資源エネルギー庁

「緊急速報メール」は、気象庁が配信する「緊急地震速報」「津波警報」および
「特別警報」、国・地方公共団体が配信する「災害・避難情報」などを、対象エリア
にいるお客さまにブロードキャスト（同報）配信するサービスです。

配信処理 通知
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緊急速報メール受信時の端末動作

・専用の警告音・着信音でお知らせします。
※「緊急地震速報」と「災害・避難情報」は
音が異なります。
※マナーモード時も音が鳴動します。

・全画面でポップアップ表示します。

・受信メッセージは、緊急速報メールアプリに
保存されます。

専用の警告音・着信音、バイブレーション、ポップアップでお知らせします。
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総括

 トラヒックモデルの検討
 配信コンテンツの画質・ビットレート
 アダプティブビットレート方式
 同時視聴数・視聴時間

 災害時の情報伝達
 既存サービスとの棲み分けの整理

放送コンテンツ同時配信を検討するに当たっての課題
は大きく次の２点
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